
生活改善
芝崎グ ループ

2 日 問 天 日に 干 し て で きあ が っ た
ゴ キ ブ リ退 治 団 子

○ ゴ キ ブリ 退治 に 一 役　 お 互 いに 仕 事 を持 ち忙 が しい 忙 がし いの 四 人の 集 い で す。 年 に 二 度春 秋 にゴ キ ブリ 退 治 の団 子 作 り をし 、 部落 の

希望 者 に配 布 し て居 り ます。

○ 気 の 合っ た日 が例 会日　 時 々寄 っ て は減 塩 料理 を作っ たり、折 りにふ れては健 康体 操 をし た り健 康 管理 の 話や 四 方山 話 に 花 を咲 かせ時 間

の経 つ の も忘 れ 話 し込 んで は、 スト レ ス の解 消 に 役 立 たせ て い ます。 こ れと 云 っ て何 の と り え も無 い グル ープ で す が気 の 合っ た者同 志 の

集 り で少 し で も向 上 出 来 れば と思 っ て い ま す。

○ 明 日 に向 つて 希 望 を　 今 年 は実 現 出 来 る かど うか 分り ませ ん が染 色 に取 組 ん で み たい と 思 っ て いま す。
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